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(57)【特許請求の範囲】

【請求項１】

柄部と該柄部に取り付けられたセラミック製の刃部とからなり、該刃部に、切刃稜辺、該

切刃稜辺と互いに背面の関係にある幅細の背面稜辺、並びに、これら切刃稜辺と背面稜辺

とに連続する側面とを備えたセラミック製包丁であって、前記刃部は、円弧状先端稜辺を

備えるとともに、側面視において、前記背面稜辺に直線部分を備えており、前記円弧状先

端稜辺は、その接線が前記背面稜辺の直線部分の延長線と４５°の角度で交叉する基準点

を有するとともに、該基準点を中心として前記接線に沿って３ｍｍの範囲の前記円弧状先

端稜辺の曲率半径が２～６ｍｍであり、且つ、前記基準点を中心として前記接線に沿って

３ｍｍの範囲の前記円弧状先端稜辺のうち、少なくとも前記基準点までに前記切刃稜辺に

連続して刃付けが施されていることを特徴とするセラミック製包丁。

【請求項２】

前記曲率半径が３～５ｍｍであることを特徴とする請求項１記載のセラミック製包丁。

【発明の詳細な説明】

【０００１】

【発明が属する技術分野】

本発明は、セラミック製包丁に関する。

【０００２】

【従来の技術】

一般的に広く使用されている包丁は、鋼やステンレス等の金属製の物が多い。
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【 ０ ０ ０ ３ 】

鋼 製 の 包 丁 は 一 般 的 に 製 作 し 易 く 、 安 価 で あ る と い う 特 徴 を 持 っ て い る も の の 、 使 用 に 伴

う 刃 先 の 磨 耗 に よ っ て 当 初 の 良 好 な 切 れ 味 が 低 下 し 、 ま た 錆 が 発 生 し や す い こ と か ら 一 層

切 れ 味 が 悪 化 す る こ と が 多 い 。 そ の た め に 、 頻 繁 な 刃 研 ぎ が 必 要 に な る 。 ま た 使 用 後 に は

水 分 を 拭 い 去 り 、 錆 止 め を 施 し て お く 必 要 が あ る 。 更 に 包 丁 の 鉄 成 分 が 食 物 に 乗 り 移 り 易

い 事 か ら 、 金 気 臭 が 付 着 し て 料 理 の 味 を 損 な う と い う 欠 点 が あ る 。 か か る 鋼 製 包 丁 の 不 都

合 を 回 避 す べ く 、 発 錆 し 難 い ス テ ン レ ス 鋼 で 作 ら れ た 物 も 安 価 で 多 く 使 用 さ れ て い る が 、

鋼 と 比 べ て 硬 度 が 低 い 為 に 刃 先 が 鈍 り 易 く 、 切 れ 味 が す ぐ に 劣 化 す る 傾 向 に あ る 。 ま た 、

さ ら に 発 錆 し 難 く 高 硬 度 の モ リ ブ デ ン 、 タ ン グ ス テ ン な ど を 含 ん だ 特 殊 ス テ ン レ ス 合 金 鋼

で 構 成 し た 包 丁 も 市 販 さ れ て い る が 、 値 段 の 割 に は 切 れ 味 の 持 続 性 が 良 く な い 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

こ の よ う に 、 従 来 の 金 属 包 丁 は 硬 度 が 低 い 為 に 、 切 れ 味 の 劣 化 が 早 く 、 頻 繁 な 研 ぎ が 必 要

で あ る 。 ま た 、 錆 び 易 く 、 食 物 に 金 気 が 付 く そ し て 酸 、 ア ル カ リ に 弱 く 腐 食 が し や す い と

い う 問 題 点 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

金 属 製 包 丁 の こ れ ら の 問 題 点 を 改 善 す る 為 に 、 ジ ル コ ニ ア セ ラ ミ ッ ク に 代 表 さ れ る セ ラ ミ

ッ ク 製 の 包 丁 が 実 用 化 さ れ て い る 。 （ 特 許 文 献 １ 、 ２ 参 照 ）

こ れ ま で 実 用 化 さ れ た 包 丁 は 、 先 端 が 尖 っ て い る 形 状 で 、 か つ 、 先 端 に は 刃 付 け が さ れ て

い な か っ た 。 因 み に 、 金 属 包 丁 で も 、 先 端 を 円 弧 状 に し て い る 物 は 存 在 す る が 、 安 全 を 目

的 と し て い る の で 円 弧 状 の 先 端 部 に は 切 刃 が 形 成 さ れ て い な い 。

【 特 許 文 献 １ 】

特 開 昭 ５ ８ － ７ １ ０ ９ ５ 号 公 報

【 特 許 文 献 ２ 】

特 開 昭 ６ ２ － ２ ７ ５ ０ ５ ７ 号 公 報

【 ０ ０ ０ ６ 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

セ ラ ミ ッ ク 製 の 包 丁 は 一 般 的 に 硬 度 が 高 い 為 に 、 切 れ 味 の 劣 化 が 進 み に く く 、 か つ 酸 、 ア

ル カ リ に も 強 い の で 、 腐 食 し に く く 、 食 材 へ の 味 移 り も し な い と う 優 れ た 特 性 を 持 っ て い

る 。 し か し な が ら セ ラ ミ ッ ク は 金 属 と 比 べ て 靭 性 が 低 い 為 に 特 に 細 く な っ て い る 、 先 端 の

欠 け 、 折 れ の 発 生 頻 度 が 高 い 。

【 ０ ０ ０ ７ 】

セ ラ ミ ッ ク 自 体 は 、 昨 今 体 内 に て 人 工 骨 と し て 使 用 す る 等 毒 性 は な く 、 体 内 に 取 り 込 ん で

も 無 害 で は あ る が 、 鋭 利 に な っ た 破 片 で 手 を 切 っ た り ま た そ れ が 食 材 に 入 り 込 み 、 誤 っ て

口 内 に 入 り 、 怪 我 を し て し ま う 可 能 性 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

本 発 明 は 、 前 記 課 題 に 鑑 み 案 出 さ れ た も の で 、 そ の 目 的 は 包 丁 本 来 の 機 能 、 使 い 勝 手 を 損

ね ず 、 セ ラ ミ ッ ク 製 包 丁 の 特 に 先 端 の 欠 け 、 折 れ の 発 生 を 抑 制 す る こ と に あ る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

前 記 課 題 を 解 決 す る た め 本 発 明 者 等 は 先 端 部 分 の 欠 け 、 折 れ の 内 、 特 に 人 身 事 故 に つ な が

る 可 能 性 の 高 い 、 鋭 利 な 欠 け が 発 生 す る メ カ ニ ズ ム を 有 限 要 素 法 に よ る シ ミ ュ レ ー シ ョ ン

に て 検 討 し た 。

【 ０ ０ １ ０ 】

そ の 結 果 、 包 丁 傾 き ４ ５ ° の 際 に 、 最 も 衝 撃 が 大 き く 、 か つ 鋭 利 な 欠 け が 発 生 す る メ カ ニ

ズ ム が シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 結 果 よ り 得 ら れ た 。 実 際 に 、 実 物 の 包 丁 を 用 い て ４ ５ ° の 傾 き で

、 衝 突 す る よ う な 装 置 （ 図 ４ 参 照 ） を 用 い て テ ス ト を 行 っ た 結 果 、 ２ 回 繰 返 し て 図 ５ に 示

す 様 な 鋭 利 な 欠 け が 発 生 す る こ と が 確 認 さ れ た 。

【 ０ ０ １ １ 】

そ こ で 、 鋭 利 な 欠 け が 発 生 す る メ カ ニ ズ ム を 鋭 意 研 究 し た 結 果 、 衝 突 の 際 に 、 衝 突 点 で 圧

縮 の 応 力 が 発 生 す る が 、 そ こ か ら 柄 側 に 僅 か に ず れ た 位 置 に 引 張 の 応 力 が 発 生 し て い た 。
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セ ラ ミ ッ ク は 金 属 に 比 較 し て 共 有 結 合 や イ オ ン 結 合 を し て い る た め に 硬 度 は 高 い が 、 強 度

に お い て は 圧 縮 応 力 に は 強 い が 引 っ 張 り 応 力 に お い て は そ れ に 比 較 し て 1/10程 度 の 力 で 簡

単 に 破 壊 に 至 る 特 性 が あ る 。 よ っ て 、 こ の 応 力 の ず れ に よ り 、 引 張 応 力 の 発 生 位 置 よ り ク

ラ ッ ク が 発 生 し 、 上 部 方 向 に 伸 び て 鋭 利 な 欠 け が 発 生 す る と の 認 識 を 得 た （ 図 ６ 参 照 ） 。

【 ０ ０ １ ２ 】

上 記 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 結 果 よ り 、 衝 突 の 際 の 圧 縮 応 力 と 引 張 応 力 が 同 軸 上 に 発 生 す る こ

と で 、 応 力 の 打 ち 消 し に よ り ク ラ ッ ク の 発 生 が 抑 制 で き る と 推 測 し 、 形 状 の 検 討 を 行 っ た

結 果 、 追 突 点 を 中 心 と し て 、 追 突 点 の 左 右 接 線 方 向 ３ ｍ ｍ の 範 囲 で 曲 率 半 径 ２ ｍ ｍ 以 上 の

円 弧 形 状 を 有 す る 時 に 、 圧 縮 応 力 と 引 張 応 力 が 同 軸 上 に 発 生 す る と の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 結

果 が 得 ら れ た 。 本 発 明 者 等 は 、 こ れ ら 知 見 に 基 づ き 本 発 明 を 成 し た 。

【 ０ ０ １ ３ 】

前 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 の セ ラ ミ ッ ク 製 包 丁 は 、 柄 部 と 該 柄 部 に 取 り 付 け ら れ た

セ ラ ミ ッ ク 製 の 刃 部 と か ら な り 、 該 刃 部 に 、 切 刃 稜 辺 、 該 切 刃 稜 辺 と 互 い に 背 面 の 関 係 に

あ る 幅 細 の 背 面 稜 辺 、 並 び に 、 こ れ ら 切 刃 稜 辺 と 背 面 稜 辺 と に 連 続 す る 側 面 と を 備 え た セ

ラ ミ ッ ク 製 包 丁 で あ っ て 、 前 記 刃 部 は 、 円 弧 状 先 端 稜 辺 を 備 え る と と も に 、 側 面 視 に お い

て 、 前 記 背 面 稜 辺 に 直 線 部 分 を 備 え て お り 、 前 記 円 弧 状 先 端 稜 辺 は 、 そ の 接 線 が 前 記 背 面

稜 辺 の 直 線 部 分 の 延 長 線 と ４ ５ ° の 角 度 で 交 叉 す る 基 準 点 を 有 す る と と も に 、 該 基 準 点 を

中 心 と し て 前 記 接 線 に 沿 っ て ３ ｍ ｍ の 範 囲 の 前 記 円 弧 状 先 端 稜 辺 の 曲 率 半 径 が ２ ～ ６ ｍ ｍ

で あ り 、 且 つ 、 前 記 基 準 点 を 中 心 と し て 前 記 接 線 に 沿 っ て ３ ｍ ｍ の 範 囲 の 前 記 円 弧 状 先 端

稜 辺 の う ち 、 少 な く と も 前 記 基 準 点 ま で に 前 記 切 刃 稜 辺 に 連 続 し て 刃 付 け が 施 さ れ て い る

こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

か か る 構 成 に よ れ ば 、 前 記 基 準 点 （ 前 記 追 突 点 に あ た る ） を 中 心 と し て 前 記 接 線 に 沿 っ て

３ ｍ ｍ の 範 囲 の 前 記 円 弧 状 先 端 稜 辺 の 曲 率 半 径 を ２ ｍ ｍ 以 上 と し た こ と に よ り 、 最 も 衝 撃

を 受 け 易 い 基 準 点 に お い て 、 衝 突 の 際 の 圧 縮 応 力 と 引 張 応 力 が 同 軸 上 に 発 生 す る こ と で 、

大 変 弱 い 応 力 で 破 壊 が 始 ま る 引 っ 張 り 応 力 を 圧 縮 応 力 で 打 ち 消 す こ と が 出 来 る 。 そ の た め

刃 に 掛 か る 応 力 成 分 は 圧 縮 応 力 成 分 の み と な る 。 セ ラ ミ ッ ク の 圧 縮 応 力 は 大 き い の で 、 大

き な 破 壊 に 至 る よ う な ク ラ ッ ク の 発 生 が 抑 制 で き る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

ま た 、 も う 一 種 類 あ る 欠 け モ ー ド （ 図 ８ 参 照 ） は 、 先 端 部 分 が 食 材 等 に 噛 み 込 ん だ 状 態 で

横 方 向 に 力 を 加 え て 欠 け る も の で あ る が 、 先 端 の 円 弧 の 曲 率 を 大 き く す る 事 で 、 噛 み 込 み

部 分 の 面 積 が 大 き く な り 、 絶 対 強 度 が 向 上 す る の で 、 本 発 明 の 構 成 は 、 こ の 点 に も 有 効 で

あ る 。 し た が っ て 、 強 度 が 非 常 に 大 き い 。

【 ０ ０ １ ６ 】

ま た 、 前 記 基 準 点 を 中 心 と し て 前 記 接 線 に 沿 っ て ３ ｍ ｍ の 範 囲 の 前 記 円 弧 状 先 端 稜 辺 の う

ち 、 少 な く と も 前 記 基 準 点 ま で に 前 記 切 刃 稜 辺 に 連 続 し て 刃 付 け が 施 さ れ て い る こ と か ら

、 包 丁 の 最 先 端 も 切 刃 と し て 使 用 で き る の で 使 い 勝 手 が 良 い 。

【 ０ ０ １ ７ 】

さ ら に 、 前 記 曲 率 半 径 を ６ ｍ ｍ 以 下 と 過 大 と な ら な い よ う に し た こ と に よ り 、 包 丁 の 先 端

で 食 材 を 切 っ て い る と き に 、 食 材 の ど こ が 実 際 に 切 れ て い る か 実 感 し 易 く 、 そ の 点 で 使 い

勝 手 が 良 い 。

【 ０ ０ １ ８ 】

な お 、 包 丁 の 刃 部 強 度 の 点 で 、 前 記 曲 率 半 径 が ３ ｍ ｍ 以 上 、 ま た 、 使 い 勝 手 の 点 で ５ ｍ ｍ

未 満 で あ る こ と が よ り 好 ま し い 。

【 ０ ０ １ ９ 】

【 発 明 の 実 施 の 形 態 】

以 下 、 本 発 明 の 実 施 形 態 を 図 を 用 い て 説 明 す る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

図 １ 乃 至 ３ に 本 実 施 形 態 の セ ラ ミ ッ ク 製 包 丁 １ を 示 す 。 同 図 に 示 す よ う に 、 こ の セ ラ ミ ッ

ク 製 包 丁 １ は 、 柄 部 ２ と 該 柄 部 ２ に 取 り 付 け ら れ た セ ラ ミ ッ ク 製 の 刃 部 ３ と か ら な る 。 該
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刃 部 ３ は 、 切 刃 稜 辺 ４ 、 該 切 刃 稜 辺 ４ と 互 い に 背 面 の 関 係 に あ る 幅 細 の 背 面 稜 辺 ５ 、 並 び

に 、 こ れ ら 切 刃 稜 辺 ４ と 背 面 稜 辺 ５ と に 連 続 す る 側 面 ６ と を 備 え る 。

【 ０ ０ ２ １ 】

ま た 前 記 刃 部 ３ は 、 円 弧 状 先 端 稜 辺 ７ を 備 え る と と も に 、 前 記 背 面 稜 辺 ５ に 直 線 部 分 ５ ａ

を 備 え て お り 、 前 記 円 弧 状 先 端 稜 辺 ７ は 、 側 面 視 に お い て 、 そ の 接 線 Ｌ １ が 前 記 背 面 稜 辺

５ の 直 線 部 分 ５ ａ の 延 長 線 Ｌ ２ と ４ ５ ° の 角 度 で 交 叉 す る 基 準 点 ８ を 有 す る 。 そ し て 、 図

２ に 示 す よ う に 、 前 記 基 準 点 ８ を 中 心 と し て 前 記 接 線 Ｌ １ に 沿 っ て ３ ｍ ｍ の 範 囲 の 前 記 円

弧 状 先 端 稜 辺 ７ と な っ て い て 、 そ の 曲 率 半 径 は ２ ～ ６ ｍ ｍ で あ る 。 さ ら に 、 前 記 基 準 点 ８

を 中 心 と し て 前 記 接 線 Ｌ １ に 沿 っ て ３ ｍ ｍ の 範 囲 Ａ の 前 記 円 弧 状 先 端 稜 辺 ７ の う ち 、 少 な

く と も 前 記 基 準 点 ま で に 前 記 切 刃 稜 辺 ４ に 連 続 し て 刃 付 け が 施 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

か か る セ ラ ミ ッ ク 製 刃 物 は 、 い ろ い ろ な 方 法 に よ っ て 製 造 す る こ と が 出 来 る 。 以 下 に 、 ジ

ル コ ニ ア を 用 い た 一 例 を 示 す 。

【 ０ ０ ２ ３ 】

１ ～ ４ モ ル ％ の イ ッ ト リ ア 粉 末 を 含 む ジ ル コ ニ ア 粉 末 に 対 し ア ク リ ル 系 、 ワ ッ ク ス 系 も し

く は PEG系 バ イ ン ダ ー を ２ ～ １ ０ mass％ 添 加 し 、 平 均 粒 径 が ２ ０ ～ １ ０ ０ ミ ク ロ ン の 顆 粒

を 作 成 す る 。 次 に こ の 顆 粒 を 金 型 で 成 形 圧 力 １ ０ ０ ０ ～ １ ５ ０ ０ Ｋ ｇ ／ ｃ ｍ
2
に て 図 ３ に

示 す よ う な 所 定 形 状 に 成 形 し 、 そ の 後 、 １ ３ ０ ０ ～ １ ５ ０ ０ ℃ で 焼 成 し 、 ジ ル コ ニ ア 焼 結

体 を 得 る 。 そ の 後 、 公 知 の 方 法 で 、 刃 付 け を 行 い 包 丁 と す る 。

【 ０ ０ ２ ４ 】

成 形 体 の 成 形 方 法 と し て は 上 記 以 外 に も 、 鋳 込 む 方 法 や 可 塑 成 型 法 （ た と え ば イ ン ジ ェ ク

シ ョ ン 成 形 法 ） 、 ラ バ ー プ レ ス 法 、 ホ ッ ト プ レ ス 法 等 の 周 知 の 成 形 方 法 を 用 い て も 良 い 。

ま た 得 ら れ た ジ ル コ ニ ア 焼 結 体 を １ ３ ０ ０ ～ １ ５ ０ ０ ℃ で 焼 結 後 、 圧 力 １ ５ ０ ０ ～ ２ ５ ０

０ Ｋ ｇ ／ ｃ ｍ
2
で ２ ～ ５ ｈ 保 持 す る い わ ゆ る Ｈ Ｉ Ｐ 法 を 使 用 す る 事 も 出 来 る 。

【 ０ ０ ２ ５ 】

以 下 、 実 施 例 に 基 づ き 本 発 明 を 詳 細 に 説 明 す る 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

【 実 施 例 】

先 端 円 弧 曲 率 半 径 （ 前 記 基 準 点 か ら 前 記 接 線 に 沿 っ て 両 側 ３ ｍ ｍ の 範 囲 の 前 記 円 弧 状 先 端

稜 辺 に お け る 曲 率 半 径 ） １ ～ ６ ｍ ｍ の ジ ル コ ニ ア セ ラ ミ ッ ク 製 包 丁 を 、 前 記 製 造 方 法 例 に

よ っ て 、 表 １ に 示 す よ う に 各 サ イ ズ ７ 本 づ つ 作 成 し た 。 （ 全 体 の サ イ ズ も 記 載 す る ）

こ れ ら 包 丁 に お け る 先 端 部 分 の 耐 衝 撃 性 試 験 を 、 図 ４ に 示 す 衝 撃 試 験 機 を 用 い て 評 価 し た

。

【 ０ ０ ２ ７ 】

図 ４ に 示 す 試 験 機 ば 、 長 さ １ ． ３ ｍ の 棒 の 一 方 を 回 転 の 中 心 と し 、 高 さ １ ｍ の 位 置 に ず れ

は し な い が 、 ス ム ー ス な 動 き が 出 来 る 様 に セ ッ ト す る 。 も う 一 方 の 先 端 に 包 丁 を 固 定 す る

。 こ の 際 、 回 転 の 中 心 か ら 包 丁 の 先 端 ま で の 距 離 が １ ． ４ １ ｍ に 成 る よ う に す る 。 こ れ に

よ り 刃 先 端 が 衝 突 時 に 衝 突 面 に 対 し て ４ ５ ° の 傾 き で 衝 突 す る 様 に な る 。 衝 突 部 に は 磁 器

製 の 皿 を 置 く 。 包 丁 を ５ ０ ｃ ｍ の 高 さ ま で 持 ち 上 げ 、 静 か に 手 を 離 し て 、 自 然 落 下 に て 衝

突 さ せ る 。

こ れ を 繰 り 返 し 、 刃 先 の 欠 け 、 折 れ の 状 態 を 比 較 し た 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

先 端 の 欠 け 、 折 れ 状 態 よ り 、 「 ○ ： 変 化 無 し 」 「 △ ： チ ッ ピ ン グ 有 り 」 「 × ： 欠 け 、

折 れ 有 り 」 で 評 価 し た 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

【 表 １ 】
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【 ０ ０ ３ ０ 】

本 結 果 よ り 、 先 端 曲 率 半 径 が ２ ｍ ｍ 以 上 に な る こ と で 、 欠 け の 発 生 が 減 り 始 め ３ ｍ ｍ 以 上

で は 鋭 利 な 欠 け が 発 生 し な く な っ て い る 事 が 確 認 出 来 る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

次 に 、 先 端 円 弧 曲 率 半 径 ２ ～ ８ ｍ ｍ の ジ ル コ ニ ア セ ラ ミ ッ ク 製 包 丁 を 、 前 記 製 造 方 法 例 に

よ っ て 、 表 ２ に 示 す よ う に 、 各 サ イ ズ ７ 本 づ つ 作 成 し た 。 （ 全 体 の サ イ ズ も 記 載 す る ）

【 ０ ０ ３ ２ 】

【 表 ２ 】
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【 ０ ０ ３ ３ 】

こ れ ら 包 丁 に お け る 先 端 部 分 の 機 能 、 使 い 勝 手 を モ ニ タ ー に よ る 評 価 を 実 施 し た 。 モ ニ タ

ー と し て 一 名 の 料 理 評 論 家 と 六 名 の 主 婦 に 評 価 を お 願 い し た 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

評 価 結 果 を 示 す 。 「 ○ ： 従 来 形 状 と 差 が 無 い 」 「 △ ： 若 干 使 い 難 い 」 「 × ： 使 い 勝 手 が 悪

い 」 と し た 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

表 ２ に 示 す よ う に 、 先 端 曲 率 半 径 が ７ ｍ ｍ 以 上 に な る こ と で 、 使 い 勝 手 が 悪 い と 感 じ る 人

が 多 く な っ て お り 、 従 来 形 状 包 丁 と 遜 色 の 無 い 使 い 勝 手 の 大 き さ は ６ ｍ ｍ 迄 、 好 ま し く は

５ ｍ ｍ 以 下 で あ っ た 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

【 発 明 の 効 果 】

以 上 の よ う に 本 発 明 の セ ラ ミ ッ ク 製 包 丁 に よ れ ば 、 柄 部 と 該 柄 部 に 取 り 付 け ら れ た セ ラ ミ

ッ ク 製 の 刃 部 と か ら な り 、 該 刃 部 に 、 切 刃 稜 辺 、 該 切 刃 稜 辺 と 互 い に 背 面 の 関 係 に あ る 幅

細 の 背 面 稜 辺 、 並 び に 、 こ れ ら 切 刃 稜 辺 と 背 面 稜 辺 と に 連 続 す る 側 面 と を 備 え た セ ラ ミ ッ

ク 製 包 丁 で あ っ て 、 前 記 刃 部 は 、 円 弧 状 先 端 稜 辺 を 備 え る と と も に 、 側 面 視 に お い て 、 前
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記 背 面 稜 辺 に 直 線 部 分 を 備 え て お り 、 前 記 円 弧 状 先 端 稜 辺 は 、 そ の 接 線 が 前 記 背 面 稜 辺 の

直 線 部 分 の 延 長 線 と ４ ５ ° の 角 度 で 交 叉 す る 基 準 点 を 有 す る と と も に 、 該 基 準 点 を 中 心 と

し て 前 記 接 線 に 沿 っ て ３ ｍ ｍ の 範 囲 の 前 記 円 弧 状 先 端 稜 辺 の 曲 率 半 径 が ２ ～ ６ ｍ ｍ で あ り

、 且 つ 、 前 記 基 準 点 を 中 心 と し て 前 記 接 線 に 沿 っ て ３ ｍ ｍ の 範 囲 の 前 記 円 弧 状 先 端 稜 辺 の

う ち 、 少 な く と も 基 準 点 ま で に 前 記 切 刃 稜 辺 に 連 続 し て 刃 付 け が 施 さ れ て お り 、 前 記 基 準

点 を 中 心 と し て 前 記 接 線 に 沿 っ て ３ ｍ ｍ の 範 囲 の 前 記 円 弧 状 先 端 稜 辺 の 曲 率 半 径 が ２ ｍ ｍ

以 上 と し た こ と に よ り 、 最 も 衝 撃 を 受 け 易 い 基 準 点 に お い て 、 衝 突 の 際 の 圧 縮 応 力 と 引 張

応 力 が 同 軸 上 に 発 生 す る こ と で 、 応 力 の 打 ち 消 し に よ り ク ラ ッ ク の 発 生 が 抑 制 で き る 。 し

た が っ て 、 強 度 が 非 常 に 大 き い 。 ま た 、 前 記 基 準 点 か ら 前 記 接 線 に 沿 っ て 両 側 ３ ｍ ｍ の 範

囲 の 前 記 円 弧 状 先 端 稜 辺 の う ち 、 少 な く と も 前 記 基 準 点 ま で に 前 記 切 刃 稜 辺 に 連 続 し て 刃

付 け が 施 さ れ て い る こ と か ら 、 包 丁 の 最 先 端 も 切 刃 と し て 使 用 で き る の で 使 い 勝 手 が 良 い

。 さ ら に 、 前 記 曲 率 半 径 を ６ ｍ ｍ 以 下 と 過 大 と な ら な い よ う に し た こ と に よ り 、 包 丁 の 先

端 で 食 材 を 切 っ て い る と き に 、 食 材 の ど こ が 実 際 に 切 れ て い る か 実 感 し 易 く 、 そ の 点 で 使

い 勝 手 が 良 い 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 図 １ 】 本 発 明 実 施 形 態 の セ ラ ミ ッ ク 製 包 丁 の 側 面 図 で あ る 。

【 図 ２ 】 図 １ の 包 丁 の 先 端 拡 大 図 で あ る 。

【 図 ３ 】 図 １ の 包 丁 の 側 面 図 で あ る 。

【 図 ４ 】 先 端 衝 突 試 験 の 概 略 説 明 図 で あ る 。

【 図 ５ 】 先 端 の 鋭 利 な 欠 け １ 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。

【 図 ６ 】 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 結 果 の １ 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。

【 図 ７ 】 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 結 果 の 他 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。

【 図 ８ 】 先 端 の 噛 み 込 み に よ る 欠 け の １ 例 を 示 す 説 明 図 で あ る 。

【 符 号 の 説 明 】

１ ・ ・ （ セ ラ ミ ッ ク 製 ） 包 丁 、 ２ ・ ・ 柄 部 、 ３ ・ ・ 刃 部 、 ４ ・ ・ 切 刃 稜 辺 、 ５ ・ ・ 背 面 稜

辺 、 ５ ａ ・ ・ 直 線 部 分 、 ６ ・ ・ 側 面 、 ７ ・ ・ 円 弧 状 先 端 稜 辺 、 ８ ・ ・ 基 準 点 、 Ｌ １ ・ ・ 接

線 、 Ｌ ２ ・ ・ 延 長 線 、 Ａ ・ ・ 範 囲
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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